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戦
国
時
代

の
石
和
の
人

々

春
日
虎
網
と
八
　
武
田
信
虎
の
甲
府
移
館
に
よ
つ
て
、
石
和
の
地
は
甲
斐
の
政
治

・
経
済

・
文
化
の
中
心
地
と
し
て
の
長
い
歴
史
に
籍
を
開

田
村
新
左
衛
門
　
じ
た
が
ヽ
ご
の
地
の
出
身
者
や
在
住
者
が
、
武
士
と
し
て
あ
る
い
は
商
工
業
者

・
農
民
と
し
て
、
何
ら
か
の
形
で
武
田
の

政
権
を
支
え
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
代
表
的
な
二
人
の
人
物
、
春
日
虎
綱
と
八
日
村
新
左
衛
門
と
を
取
り
上

げ
た
い
。
前
者
は
石
和
の
農
民
の
出
で
、
信
文
の
信
頼
の
厚
い
部
将
と
な
り
、
湛
津
城
代
の
重
費
を
担
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
後
者
は
幅
広
い

商
業
活
動
を
営
み
、
武
田
の
経
済
官
僚
御
蔵
前
衆
に
名
を
列
ね
る
に
至
っ
た
人
で
あ
る
。

春
日
弾
正
忠
続
綱

（
一
五
二
七
―
七
八
）
は
、　
一
般
に
は
高
坂
弾
正
の
名
で
脚
も
れ
て
い
る
。
永
禄
年
中
に
数
年
間
だ
け
、
北
信
濃
の
名
族

の
名
を
取
っ
て
香
板
氏
を
名
乗

っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
「
答
坂
」
を

「高
坂
」
と
も
書
く
こ
と
か
ら
、
「高
坂
弾
正
」
と
書
か
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
の
高
坂
弾
正
の
名
が
と
く
に
有
名
と
な
っ
た
の
は
、
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
著
者
に
仮
託
さ
れ
、
各
品
の
末
尾
に

「天
正
三
銘
年
六
月

吉
日
　
高
坂
弾
正
記
之
」
と
い
っ
た
奥
書
が
あ
り
、
ま
た
文
中
に

「某
は
高
坂
弾
正
と
申
し
て
云
凌
」
な
ど
と
、
改
姓
後
は
一
貫
し
て
高
坂
を

自
称
し
た
形
式
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
確
実
な
史
料
に
は
高
板
弾
正
の
名
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、
香
坂
弾
正
の
名
が
見
え
る
の

も
永
禄
の
初
年
か
ら
数
年
間
だ
け
で
ｌ
以
後
は
す
べ
て
春
日
弾
正
忠
で
あ
り
、
春
日
姓
へ
の
復
帰
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
名
に
つ
い
て
も
、
諸

書
に
昌
信
と
す
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
昌
宜

・
晴
昌

・
晴
久
な
ど
に
も
作
る
が
、
「諸
家
古
案
集
」
（
石
井
進
氏
蔵
）
所
収
永
禄
九
年

（
一
五
六

六
）
文
書
に

「丙
寅
十
月
十
八
日
春
弾
虎
綱
」

の
署
名
が
あ
る
こ
と
な
ど
で

（『
信
濃
史
料
』

補
遺
上
）
、
虎
綱
を
称
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。
通
称
を
源
五
郎
と
い
っ
た
と
い
う
ｏ
こ
れ
も
確
証
は
な
い
が
、
そ
の
子
が
源
五
郎
を
称
し
て
い
る
か
ら
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
源
勁
と
称
し
た
確
証
が
あ
る
か
ら
、
初
名
は
源
助
で
、
元
服
後
源
五
郎
に
改
め
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

―-586-―

「春日虎綱」

(石和町誌 第一巻 自然編・歴史編、昭和 62年、石和町誌編さん委員会、笛吹市)

か
れ
の
名
が
確
実
な
史
料
に
登
場
す
る
の
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
某
年
七
月
五
日
付
武
田
晴
信
自
筆
の
場
状
の
宛
名
Ｌ

「春
日

源
助
と
の
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る
。
寵
童
春
日
源
助
に
、
弥
七
郎
と
の
仲
を
疑
わ
れ
た
晴
僑
が
、
自
分
だ
変
心
の
な
い
こ
と
を
懇
ズ
契

ウ

た
誓
詞
で
あ
る
。
戦
国
武
将
に
寵
童
が
い
た
こ
と
は
少
し
も
珍
し
く
な
い
が
、
こ
う
し
た
響
詞
が
残

っ
た
こ
と
は
稀
有
の
こ
と
で
、
本
文
書
は

つ
と
に
奥
野
高
広
氏

（『
武
田
信
玄
し

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
小
林
計

一
郎
氏

（
「高
坂
弾
正
考
」
／

『
日
本
歴
史
』
二
四
五
号
Ｙ

・

小
松
茂
美
氏

（『
墨
香
秘
抄
し

ら
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
有
名
と
な
っ
た
。
源
助
が
信
玄
に
仕
え
て
寵
童
と
な

っ
た
経
緯
に
つ

い
て
、
『
甲
陽
軍

鑑
』
曾
田
第
五
）
は
、
「
依
二春
日
源
五
郎
奉
公

立̈
身
之
事
」
■
題
し
、
海
津
城
代
に
出
世
し
た
か
れ
が
、
自
分
の
生
立
ち
を
語
る
と
い
う
形
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

某
は
高
坂
弾
正
と
申
て
、
信
玄
公
御
被
官
の
内
に
て
一
の
臆
病
者
也
。
子
細
は
下
々
に
て
童
子
共
の
ざ
れ
こ
と
に
、
保
科
弾
正
齢
弾
正
、
高
坂
弾
正
一

げ
弾
正
と
申
な
ら
は
す
げ
に
候
．
我
等
が
元
来
を
申
に
、
父
は
春
日
大
隅
と
て
甲
州
伊
沢
の
大
首
姓
也
。
我
等
幼
少
に
て
親
大
隅
に
離
一
姉
む
こ
と
日
地

の
公
事
を
仕
、
我
等
ま
け
候
時
、
即
公
事
の
場
よ
り
召
つ
か
は
る
べ
き
と
の
上
意
に
て
、
信
玄
公
御
年
十
二
歳
、
我
等
十
六
に
て
御
奉
公
に
罷
出
、
御
小

人
か
よ
き
仕
合
に
て
十
人
衆
に
可
二罷
成

と̈
存
之
外
、
罷
出
て
帰
日
の
内
に
近
習
に
な
さ
れ
、
殊
買
奥
へ
召
よ
せ
ら
れ
、
御
膝
本
に
て
，御
奉
公
仕
、
何
た

る
機
縁
を
結
び
奉
り
候
裁
、
御
意
な
ン
ど
腱
相
違
、
若
一月
の
間
も
引
籠
覇
有
儀
終
に
無
′之
、
連
々
御
奉
公
い
た
し
、
春
日
弾
正
と
号
せ
ら
れ
、
あ
ま

か
ざ
り
の
城
に
被
二指
置

、́
ス
今
は
か
い
づ
高
板
が
跡
日
と
右
レ
之
て
高
坂
弾
正
と
よ
ば
れ
申
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

こ
れ
に
よ
る
と
、
か
れ
は
伊
沢

（
石
和
）
の
大
百
姓
春
日
大
隅
の
子
で
、
幼
少
の
時
父
に
別
れ
、
姉
婿
と
口
地
に
つ
い
て
訴
訟
を
し
て
敗
れ

た
が
、
そ
の
裁
判
の
席
で
信
玄
に
召
し
出
さ
れ
、
奉
公
に
出
て
間
も
な
く
近
習
と
な

っ
て
信
玄
の
身
辺
近
く
召
し
使
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
時
に
信
玄
二
十
二
歳
、
源
勁
十
六
歳
と
い
う
か
ら
、
信
玄
自
立
の
翌
年
天
文
十

一
年

（
一
五
四
二
）
の
出
来
事
で
、
源
助
は

信
玄
よ
り
六
歳
下
の
大
永
七
年

（
一
五
二
七
）
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
軍
鑑
の
記
事
に
従
う
限
り
、
源
助
宛
の
晴
信
誓
詞
は
天

第
二
節

戦
国
時
代
の
甲
費
Ｌ
石
和

-587-
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一　
・」
・
缶
軒
一
」
鷺
ｒ
」
年
肝
ｒ
、
」
仁
」
」
」
卜
」
一
お
お
け
↑
以
前

■
十

一
年
以
算
」
■

，
ど
な
ヶ
た
、．
小‐
卜
串
」

，
ｒ
十年
占
鷺
騰
Ｆ
一
肝

で
あ
ろ
う
と
し
て
い
な
。
そ
れ
は
と
に
か
ぐ
、
お
れ
が
石
和
０
大
百
姓
春
日
大
隅
の
子
で
、
訴
訟
Ｑ
席
で
信
玄
に
召
し
出
さ
れ
て
近
習
と
な
っ

た
と
い
う
基
礎
的
事
実
は
信
ぜ

ら

れ

よ
う
。
『
甲
斐
国
志
』
（古
跡
部
一う

に

「春
日
氏
宅
述
　
石
和
宿
ノ
東
広
岡
卜
云
フ
処
二
耳
膨
三
四
ア

リ
、
方
五
六
十
間

二
残
塁
ヲ
存
ス
、，
高
坂
弾
正
が
産
ス
ル
旧
樅
ナ
ッ
ト
云
フ
、
今
モ
間
地
ナ
ツ
」
と
あ
る
か
ら
、
国
志
編
纂
の
こ
ろ
に
は
、
春

日
氏
屋
敷
跡
の
伝
承
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

信
玄
の
近
習
を
何
年
か
勤
め
た
の
ち
、
か
れ
は
出
世
街
道
を
歩
む
こ
と
と
な
る
。
少
年
春
日
源
助
が
信
玄
の
寵
童
と
な
っ
た
こ
と
で
出
世
の

い
と
ぐ
ち
を
つ
か
ん
だ
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
武
田
家
の
代
表
的
な
武
将
の
一
人
に
ま
で
成
長
し
得
た
の
は
「
か
れ
自
身
の
才
能
と
努
力
の
賜

で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
い
軍
鑑
に
、
二
十
四
ヾ
五
歳
ま
で
は
傍
輩
の
ね
た
み
を
買
い
、
い
る
い
る
中
傷
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
案
に
し
て
、　
一
人

御
奉
公
に
精
を
入
れ
た
と
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
う
。
そ
の
後
の
経
歴
を
略
述
す
る
と
、
使
番
を
経
て
天
文
二
十

一
年

（
一
五
五
二
）
二
十
六

歳
で
士
大
将
上
な
り
百
騎
の
将
、
次
い
で
百
五
十
騎
の
将
と
な
り
、
天
文
の
末
年
に
信
濃
小
諸
城
代
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
雨
飾
城

（長
野
市

松
代
町
東
条
）
を
真
田
幸
隆
が
攻
略
す
る
と
そ
の
城
代
と
な
り
、
さ
ら
に
海
津
城

へ長
野
市
松
代
町
）
が
築
か
れ
る
と
そ
の
城
代
に
抜
擢
さ
れ

て
川
中
島
地
方
の
経
営
に
当
た
る
と
と
も
に
、
越
後
の
上
杉
謙
信
に
対
抗
す
る
最
前
線
基
地
を
守
備
す
る
重
責
を
担
う
こ
と
と
な

っ
た
。
『
甲

陽
軍
鑑
』
（品
第
十

一
）
は
、
か
れ
が
海
津
棋
代
と
な
っ
た
年
を
弘
治
二
年

（
一
五
五
一０

と

し
、
成
敗
さ
れ
た
信
濃
侍
四
人
の
部
下
三
百
騎

を
新
た
に
付
け
ら
れ
都
合
四
百
五
十
騎
の
将
と
な
り
、
ま
た
同
じ
く
信
濃
侍
高
板
の
名
字
を
乞
い
請
け
、
春
日
を
や
め
て
高
板
弾
正
を
名
乗
る

に
至
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
弘
治
二
年
の
年
紀
は
信
ぜ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
第
〓
回
川
中
島
合
戦
の
前
年
に
す
で
に
海
津
城
が
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
に
雨
飾
城
の
落
城
も
弘
治
二
年
八
月
以
後
の
こ
と

で
あ

る
。
恐
ら
く
海
津
城
の
業
城
は
、
永
禄
二
年
か
三
年
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
な
お
香
坂
氏
を
名
乗

っ
た
初
見

は
、
永
禄
二
年

（
一
五
五
九
）
十
一
月
二
十
日
付
の
屋
代
左
衛
門
尉
宛
信
玄
宛
行
状

（「真
田
文
書
」
／
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『信
濃
史
料
』
十
二
）
に

「
香
賦
弾
正
左
衛
門
尉
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
最
初
の
官
途
名
は
弾
正
左
衛
門
尉
で
あ
り
、

の
ち
弾
正
忠
に
改
め
た
こ
と
が
分
か
る
。

海
津
城
は
平
城
で
あ
る
が
、
北
西
は
千
山
川
の
流
れ
を
天
然
の
堀
と
し
て
取
り
入
れ
、
他
は
山
に
囲
ま
れ

る
と

い
う
要
害
で
あ
る
。
そ
の

上
、
北
国
街
道
を
掘
し
、
川
中
島
平
原
を
喘
鼎
す
る
要
衝
で
あ
り
、
北
辺
防
備
の
最
前
線
墓
地
と
し
て
、
ま
た
占
領
地
経
営
の
拠
点
ど
し
て
最

適
の
地
で
あ
っ
た
。
海
津
城
の
築
城
が
、
信
玄
に
よ
る
川
中
島
地
方
の
顎
有
化
宣
言
と
も
い
う
べ
き
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
』永
禄

四
年
九
月
十
日
の
第
四
回
川
中
島
合
戦
は
、
こ
れ
を
怒
っ
た
謙
信
が
乾
坤

一
榔
の
大
勝
負
を
挑
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
．

海
津
城
は
こ
の
合
戦
で
謙
信
の
軍
に
蹂
躙
さ
れ
る
こ
と
な
く
す
教
、
以
後
も
川
中
島
地
方
の
民
政
と
兵
競
の
基
地
と
し
て
重
要
な
機
能
を
果
た

す
の
で
あ
る
が
、
虎
綱
は
死
ぬ
ま
で
こ
こ
の
城
代
を
動
め
る
こ
と
に
な
る
。
信
玄
の
信
任
が
い
か
に
厚
か
っ
た
か
が
分
か
る
が
、
そ
れ
は
虎
綱

が
温
順
な
性
格
で
智
略
に
富
み
、
対
上
杉
の
最
前
線
基
地
の
司
令
官
と
し
て
、
ま
た
占
憫
地
の
経
営
者
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
っ

た
が
た
め
に
は
か
な
ら
な
い
。
虎
綱
が

一
時
、
こ
の
地
の
名
族
高
坂
氏
を
名
乗

っ
た
こ
と
も
、
現
地
人
に
対
す
る
特
別
の
配
慮
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
か
れ
の
海
津
城
代
時
代
の
活
動
を
、
小
林
計

一
郎
氏

（前
掲

「高
坂
弾
正
考
し

が
作
成
さ
れ

た
関
係
史
料

一
覧
に
よ
っ
て
概

観
す
る
と
、
信
玄
が
川
中
島
地
方
の
武
士
に
所
領
を
与
え
た
り
、
飯
縄
社
に
神
領
を
寄
進
す
る
場
合
、
「春
日
弾
正
忠
奉
之
」
と
か

「番
日
弾

正
忠
可
申
候
」

と
あ
っ
て
、　
か
れ
が
信
玄
の
命
令
を
受
け
て
伝
達
し
た
り
、
詳
し
い
指
示
を
加
え
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
に

は
虎
綱
の
推
挙
し
た
も
の
を
信
玄
が
承
認
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
海
津
城
代
と
い
っ
て
も
、
常
時
海
津
旗
に
ば

か
り
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
甲
府
の
信
玄
の
も
と
に
赴
い
た
り
、
上
野
や
駿
河
方
面
へ
出
陣
す
る
場
合
も
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
信
玄
は
、
三

月
六
日

（元
亀
三
年
か
）
付
の
一
徳
斎

（真
田
華
隆
）
ら
三
名
宛
書
状
で
、
上
野
国
白
井
城
の
落
城
を
喜
び
、
そ
の
処
置
に
つ
い
て
皆
悉
春
日

弾
正
忠
と
談
合
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る

（「金
丸
利
八
家
文
書
」
／

『
新
編
甲
州
古
文
書
』
巻
二
）
．
『
甲
陽
軍
鑑
』

は
海
津
城
の
陣
容
を
述
べ
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一

て
い
る
が
、
主
将
高
坂
弾
Ｆ
四
百
五
十
騎
一
内
覚
え
の
衆
飯
島
長
左
衛
門
以
下
十
八
■
、
一一の
曲
輸
に
副
将
小
雌
山
漱
守
虎
盛

〓
又
兵
衛
昌
盛

父
子
十
五
騎

（虎
盛
死
後
は
弥
左
衛
間
尉
光
盛
十
二
騎
）、
ま
ら
に
信
州
侍
雨
宮
七
十
騎
以
下
を
珈
え

て
合
計
千
二
十
七
騎

（伝
解
本
千
七
十

二
騎
）
が
総
勢
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
原
与
左
衛
門

。
市
川
梅
即
各
十
騎
が
長
沼
に
在
城
し
、
十
月
よ
り
末
は
越
後
は
大
雪
ゆ
え
、
こ

の
長
沼
衆
に
任
せ
て
、
弾
正
は
信
玄
の
も
と
で
御
先
を
動
め
た
と
い
う

（品
第
十
七

・
丼

一
）
。
細
か
い
数
字
は
と
に
か
く
、
海
津
城
の
陣
容

の
概
要
を
把
握
す
る
に
は
こ
と
足
り
よ
う
。

信
玄
の
死
後
も
虎
嗣
は
勝
頼
の
信
頼
を
受
け
て
北
辺
の
警
備
を
金
う
し
た
。
長
篠
の
腹
戦
の
翌
天
正
四
年
正
月
六
日
、
勝
頼
は
虎
綱
に
書
を

送
っ
て
、
談
合
で
き
ま
っ
て
い
る
三
河
経
略
の
件
は
、
卜
筵
の
結
果
延
期
す
る
こ
と
に
し
た
、
と
く
に
密
事
（信
玄
の
死
を
秘
匿
し
た
こ
と
）
が

露
顕
し
た
上
は
仏
事
等
を
二
月
に
執
行
し
た
い
の
で
、
三
、
四
月
ま
で
は
一
切
の
軍
事
行
動
を
延
期
す
る
こ
と
に
し
た
．
納
得
し
て
ほ
し
い
、

城
番
の
替
り
と
し
て
松
鶴
軒

（蒲
津
信
直
）

・
小
幡
上
総
介
を
遺
わ
す
こ
Ｌ
に
し
た
、
二
十
七
日
に
は
着
城
す
る
は
ず
だ
、
家
康
の
備
え
の
様

子
が
気
に
な
る
、
聞
き
届
け
た
い
も
の
だ
云
々
と
述
べ
て
い
る

（「宝
月
圭
吾
氏
所
愉
文
書
」／
『
大
日
本
史
料
』
十
編
十
五
）
。
し
か
し
、
信
玄

の
葬
儀
は
二
月
で
は
な
く
四
月
十
六
日
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
前
日
の
十
五
日
、
春
日
弾
正
忠
は
跡
部
大
炊
助
勝
資

・
同
美
作
守
勝
息
と
二
人

・
で
、
遺
骸
を
納
め
た
塗
籠
を
開
い
て
中
を
見
た
と
こ
ろ
、
五
体
堅
固
に
壼
中
に
座
ｔ
て
お
り
、
三
人
は
涙
を
流
し
尽
く
し
て
遺
骸
を
取
り
出
し

厚
い
棺
に
移
し
た
。
翌
十
六
日
の
率
儀
に
は
万
人
が
鳥
帽
子

・
色
衣
姿
で
参
列
す
る
中
を
、
「就
中
春
日
弾
正
忠
馴
し

て
往
年
の
因
浅
か
ら
ざ

る
に
付
て
、
頻
り
に
憫
望
申
し
、
剃
髪
染
衣
の
姿
で
御
供
」
し
た
と

「御
宿
監
物
書
状
案
」
は
伝
え
て
い
る
。
信
玄
の
寵
童
時
代
以
来
の
特
別

な
因
縁
を
認
め
ら
れ
、
塗
籠
を
開
い
て
納
棺
す
る
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
り
、
出
家
姿
で
参
列
す
る
の
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
正
六
年

（
一

五
七
八
）
二
月
上
杉
謙
信
が
没
し
、
二
人
の
養
子
景
勝
と
景
虎
と
が
継
嗣
を
争
う
と
、
勝
頼
は
景
勝
と
講
和
し
て
こ
れ
を
勁
け
る
こ
と
に
な
る

が
、
講
和
の
斡
旋
役
を
努
め
た
の
が

「武
田
典
贋

（信
豊
）
並
び
に
高
坂
弾
正
」
で
あ
っ
た

（
六
月
八
日
付
北
条
丹
後
守

・
安
芸
守
宛
上
杉
景

勝
書
状
／

「新
潟
県
史
』
資
料
編
四
）
。
し
か
し
、
こ
れ
を
最
後
に
、
同
年
五
月
七
日
、
虎
綱
は
世
を
去
っ
た
。
寧
年
二
十
二
歳
。
法
号
は
憲

徳
院
玄
庵
道
忠
居
土
、
墓
は
明
徳
寺

（長
野
市
松
代
町
）
に
あ
る
。
長
男
源
五
郎

（昌
澄
）
は
長
篠
の
戦
で
戦
死
し
、
次
子
ま
た
源
五
郎

（信

達
）
を
称
し
、
父
の
後
を
継
い
で
海
津
城
代
を
勤
め
た
。
ま
た
甥
の
春
日
惣
一
一郎
は
、
弾
正
の
死
後

『甲
陽
軍
鑑
｝
を
書
き
継
い
だ
こ
と．
に
な

っ
て
い
る
。

虎
綱
の
言
行
は
、
か
れ
の
著
作
に
擬
せ
ら
れ
る

『
甲
陽
軍
鑑
』
に
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
永
禄
十
二
年
の
信
玄
の
小
田
原
政
ぬ
を
無
諜
な

出
陣
と
し
て
反
対
し
、
二
増
峙
の
合
戦
の
勝
利
も
け
が
の
功
名
で
、
大
な
る
不
覚
で
あ
る
と
批
判
し
た
と

か

（品
第
汁
一０
、
元
亀
三
年
の
三

方
ケ
原
の
合
戦
で
は
、
諸
将
が
浜
松
滅
の
攻
撃
を
主
張
す
る
中
で
、
独
り
こ
れ
に
強
く
反
対
し
て
信
玄
を
謙
め
た
た
め
、
信
玄
も
こ
れ
に
従

っ

た
と
か
（品
第
丹
九
）
、
長
篠
の
合
戦
で
は
海
津
滅
に
在

っ
て
越
後
に
備
え
て
い
た
が
、
敗
残
の
勝
頼
を
伊
奈
駒
場
に
迎
え
、
か
ね
て
用
意
し
て

お
い
た
雄
旗

・
武
具
類
を
与
え
た
の
で
、
勝
頼

一
行
も
軍
を
整
え
て
凱
旋
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
品
第
二
十
二
）
な
ど
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
本
書
の
性
格
上
ど
こ
ま
で
実
話
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
信
玄
鷹
下
随

一
の
智
将
で
あ

っ
た
か
れ
の
面
影
を
彿
彿
と
さ
せ
る
逸
話
で
あ
る
。

八
日
村
新
左
衡
門
は
正
し
く
は
ハ
田
村
新
左
衛
門
尉
と
い
い
、
当
町
八
日
に
居
を
構
え
た
有
力
な
商
人
で
、
武
田
氏
の
御
蔵
前
衆
を
勤
め
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
『
甲
陽
軍
鑑
』
に
、
『諏
訪
の
春
芳
、
甲
州
の
八
田
村
、
京
の
松
本
珪
琳
な
プ
ど
と
申
す
地
下
人

・
町
人
を
召
寄
給
う
。
此

者
共
出
頭
し
て
、
う
は
も
る
か
と
見
れ
ば
、
信
玄
公
御
詞
の
滋
く
か
か
る
ほ
ど
ひ
ら
に
慇
懃
に
な
り
、
諸
侍
を
あ
が
む
る
云
々
」
（品
第
十
四
）

と
見
え
、
ま
た

「
信
玄
公
御
代
に
は
、
御
弓
の
番
所
へ
や
う
ノ
ヽ
来
る
は
、
八
田
村
新
左
衛
間
、
信
州
ふ
か

し

の
宗
浮
な
リ
ト
含
盟
節
十
二
）

と
も
あ

っ
て
、
信
玄
が
八
田
村
新
左
衛
門
ら
地
下
人

・
商
人
ま
で
も
身
近
か
に
召
し
寄
せ
た
と
い
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
武
田
法
性
能
信
玄
公

御
代
惣
人
数
之
事
」
（品
第
十
七
）
は
、
御
蔵
前
衆
二
十
五
人
が
い
て
、
「御
蔵
前
に
つ
め
、
五
人
組
に
し
て
、　
一
日

一
夜
づ
つ
、
御
な
ん
ど
の

番
を
、
代
官
衆
つ
と
む
る
な
り
。」
と
述
べ
て
い
る
。
二
十
五
人
中
、
そ
の
名
の
分
か
る
の
は
十
二
人
だ
け
で
あ
る
が
、

松
本
珪
琳

・
伊
奈
宗
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